
平成２３年度学校業務改善取組状況

学校名 多可町立八千代中学校

１．自校の課題及び課題解決に向けて取り組んだ内容
【課題】

・業務範囲が広がり過ぎて、職員の肉体的・精神的な負担が大きくなっている。
・各職員が担当する業務(校務分掌)の内容・量に片寄りがある。

・各業務の内容や他の業務との関係が明確にされていない。
・各職員が持っている業務上のノウハウが全体に活かされていない。
・資源(時間・物・空間)の運用が効率的に行われていない。

【課題解決に向けての取組】
・業務目的の明確化(新学習指導要領の確認、部と学校教育、学校行事と教育目標、)
・業務内容の洗い出し(部活動の在り方、不登校生への対応、各行事の見直し、学年経営)
・情報の共有化(サーバーの全員利用、ファイル＝ノウハウの蓄積、)
・社会性の向上(棚・机の整理、返却、環境整備、あいさつ、言葉遣いなど)

２．取り組みの成果（数値等も含めて具体的に記入）
①学校便覧の改訂

業務目的の明確化と業務内容の洗い出しを兼ねて、従来の学校便覧の内容を改訂した。
・校務分掌表のにある経営分野と指導分野の全ての分掌について、「ねらい」「基本

方針」「具体的な取組」を柱に分掌内容を明確にする作業を進めている。

②ルールブックの作成
生徒から業務改善の効果が具体的に見えるように、学校の２４時間を生徒の学校生活

と職員の指導分野と分類して、相互の関連を分かりやすく表記する取組を進めている。
・年度初めに従来のルールを確認し整理した。これを、年度末に向けて実情に合う

ように微調整を進めている。

③サーバーの分掌別年度別階層化
蓄積されたノウハウを全員が利用できるように、文書サーバーを再構築した

・第１階層は全て校務文書表の項目名とした。第２階層は年度とした。これによっ
て、担当者は蓄積された文書を簡単に時系列で検索することができる。

３．管内の学校への普及状況（方策も含めて具体的に記入）
上記①については年度初めに多可町教育委員会に提出したが、他校には配布していな

い。
上記②、③については普及への取組は行っていない。

４．今後の取り組み（年度末に向けて重点的に取り組むこと等を具体的に記入）
①学校便覧の改訂

「ねらい」「基本方針」「具体的な取組」を柱に明確化した分掌内容を、本年度の業
務内容に合わせ調整する。

②ルールブックの作成
年度初めに確認し整理したルールを、年度末に向けて実情に合うように微調整を進め、

製本する。


